
▼
い
よ
い
よ
４
月
、
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
総
支
部
も
今
日
か
ら
新

執

行

体

制

が

ス

タ

ー

ト

で

す

。 

▼
新
執
行
体
制
は
、
３
月
８
日
（
土
）

に
会
津
若
松
市
『
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ

ス
』
で
開
催
し
た
総
支
部
第
62
回
定
期

大
会
に
お
い
て
【
図
表
１
】
の
と
お
り 

満
場
一
致
で
決
定
し
て
い
ま
す
。 

▼
特
に
、
総
支
部
長
に
つ
い
て
は
、 

小
池
政
和
さ
ん
（
会
津
若
松
市
職
労
） 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

新

執

行

体

制

ス

タ

ー

ト 

『
五
十
嵐
総
支
部
長 

＆ 

芳
賀
沼
事
務
局
長
』
の
総
支
部 

新
執
行
体
制
ス
タ
ー
ト
。
総
支
部
へ
の
さ
ら
な
る
結
集
を
！ 

2025 

当面の日程 

か
ら
五
十
嵐
久
雄
さ
ん
（
喜
多
方
市
職

労
）
に
替
わ
り
ま
し
た
。
専
従
の
芳
賀
沼

事
務
局
長
（
下
郷
町
職
労
）
は
、
継
続
、 

２
年
目
と
な
り
ま
す
。 

▼
【
図
表
１
】
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
会
津
総
支
部
か
ら
県
本
部
中
央
執
行

委
員
と
な
っ
た
方
（
引
き
続
き
の
方
も
含 

め
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
全
県
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

組
織
部
長
（
専
従
） 

 

福
地 

努
さ
ん
（
会
津
若
松
市
職
）
再 

■
総
支
部
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

芳
賀
沼
崇
正
さ
ん
（
下
郷
町
職
）
再 

 

上
野
右
貴
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
）
新 

■
青
年
部
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

塩
生
和
也
さ
ん
（
南
会
津
町
職
）
新 

以
上
で
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■4月11日（金） 

○17:00～総支部執行委員会 
○18:00～政治学習会・単代会議
（何れも若松市北会津公民館） 

 

■4月18日（金） 

○13:30～県本部単代会議 
○15:15～共済推進単代会議 
（何れも県青少年会館） 
 

■5月16日（金）17日（土） 

○県本部野球大会総支部予選大会
（喜多方市押切川公園野球場・ひ
ばりが丘球場） 

総支部第62回定期大会（3月8日 ホテルニューパレス） 

【図表１】 2025年度 総支部執行体制 

役職名 氏 名 出身単組等 

総支部長 五十嵐久雄（ひさお） 
喜多方市職労 
 

副総支部長 竹田 義信（よしのぶ） 会津若松市職労 

 同 （欠員） 北会・耶麻ブロック 

 同 佐藤 陽三（ようぞう） 柳津町職労 

 同 目黒 健太（けんた） 只見町職労 

事務局長 芳賀沼崇正（たかまさ） 
下郷町職労 
（県本部中執） 

事務局次長 品川 貴斗（たかと） 西会津町職労 

執行委員 上野 右貴（ゆうき） 
喜多方市職労 
（県本部中執） 

 同 南波 昭平（しょうへい） 猪苗代町職労 

 同 髙木  類（るい） 湯川村職労 

 同 渡邊 彩香（あやか） 下郷町職労 

 同 馬場 貴久（たかひさ） 県職連合北会津 

 同 大竹 隆二（りゅうじ） 只見町職労 
（総支部青年女性部長） 

会計監査 佐藤 義樹（よしき） 
環境センター職労 
 
 

 同 片桐  暁（さとし） 湯川村職労 

再任 

再任 

再任 

再任 

再任 

前副総支部長 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
い
よ
い
よ
今
日
か
ら
４
月
、
新
入
職

員
の
皆
さ
ん
は
、
緊
張
の
連
続
だ
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
飲
み
物
で
も
飲
ん

で
落
ち
着
き
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
４
月
と
言
え
ば
「
桜
」
、
全

国
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
標
本
木
）
の
開

花
発
表
が
一
番
早
か
っ
た
の
は
、
高
知

と
熊
本
で
、
３
月
23
日
（
日
）
で
し

た
。
鶴
ヶ
城
公
園
の
桜
は
、
例
年
４
月

初
旬
～
中
旬
が
開
花
な
の
だ
そ
う
で
、

昨
年
の
開
花
発
表
は
、
４
月
８
日
で
し

た
。
一
昨
年
は
、
３
月
30
日
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
機
関
紙
を
発
行
す
る
頃
に

開
花
発
表
が
あ
る
可
能
性
も
…
。
さ

て
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
思
い
切
り

桜
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

（
坂
内
） 

▼
今
回
退
任
さ
れ
た
総
支
部
役
員
の
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

■
総
支
部
長 

 

小
池
政
和
さ
ん 

 
 

（
会
津
若
松
市
職
） 

■
副
総
支
部
長 

 

宇
梶
睦
宏
さ
ん
（
下
郷
町
職
） 

■
執
行
委
員 

 

栗
田
美
穂
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
） 

 

吉
田
直
史
さ
ん
（
磐
梯
町
職
） 

 

白
岩
仁
志
さ
ん
（
湯
川
村
職
） 

 

星 

太
樹
さ
ん
（
南
会
津
町
職
） 

 

箱
崎
翔
哉
さ
ん
（
会
津
美
里
町
職
） 

■
会
計
監
査 

 

佐
賀
祐
志
さ
ん
（
猪
苗
代
町
職
） 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

▼
今
回
退
任
さ
れ
た
県 

本
部
中
央
執
行
委
員
の 

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
副
中
央
執
行
委
員
長 

 

石
井
陽
一
さ
ん
（
会
津
若
松
市
職
） 

■
中
央
執
行
委
員 

 

栗
田
美
穂
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
） 

■
社
福
評
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

服
部
孝
徳
さ
ん
（
会
津
坂
下
町
職
） 

■
会
計
監
査
委
員 

 

長
峯
秀
之
さ
ん
（
会
津
坂
下
町
職
） 

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

『
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
』 

         

第
62
回
定
期
大
会
に
お
い
て
信
任

を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
か
ら
総
支
部

長
に
着
任
し
ま
し
た
喜
多
方
市
職
労
の

五
十
嵐
久
雄
で
す
。
身
に
余
る
大
役
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
見
守
り
、

育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
管
内
各
単
組

の
諸
先
輩
方
、
単
組
、
仲
間
の
皆
さ
ん

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
は
総
支
部
長
と
し
て
、
で
き
得
る

限
り
の
組
織
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
ご
鞭
撻
を
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
会
津
総
支
部
は
、
加
入
組
合

相
互
の
連
携
を
図
り
、
組
合
員
の
経
済

的
、
社
会
的
、
政
治
的
地
位
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
社
会
全
体
を
見
渡
し
ま
す

と
、
労
働
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
著

し
く
悪
化
し
て
お
り
、 

労
働
組
合
員

の
減
少
に
伴
う
組
織
率
の
低
下
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
組
合
員
の
組
合
活
動

へ
の
参
加
意
欲
の
低
下
や
組
合
役
員
の  

負
担
の
増
加
な
ど
、
我
々
、
自
治
労
運

動
に
も
繋
が
る
課
題
が
山
積
し
て
い 

ま
す
。 

 

労
働
組
合
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
労

働
組
合
の
意
義
を
再
構
築
し
、
会
津
総

支
部
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
化
、
あ
っ

て
は
、
自
治
労
運
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
こ
そ
我
々
自

身
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
変
化
す
る

勇
気
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い 

ま
す
。 

 

我
々
が
望
む
変
化
は
、
願
え
ば
、
い

つ
か
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
自
身
が
常
態
化
し

て
き
た
も
の
、
形
骸
化
し
た
も
の
か
ら

脱
却
し
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点

の
中
か
ら
変
化
を
生
み
出
し
自
ら
勝
ち

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

加
入
組
合
相
互
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
た
ゆ
ま
ぬ
変
化
を
恐
れ
な
い
組

織
を
目
指
し
、
我
々
自
身
が
変
化
を
許

容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
が
望
ま

な
い
、
与
え
ら
れ
た
だ
け
の
環
境
に
、

一
石
を
投
じ
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
管
内
各
単
組
か
ら
ご
選
出

い
た
だ
き
ま
し
た
新
体
制
役
員
に
対
す

る
最
大
限
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
簡

単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
支
部
長
就
任

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。   

五十嵐総支部長 


